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２学期もあとわずかとなりました。今学期もたくさんの保護者、及び地域の皆さまのご協力のお
かげで、地域協働学校の活動が豊かなものになり、子ども達の経験もより深く実り多いものになっ
たと感じております。改めて心より御礼申し上げます。来学期も何卒よろしくお願いいたします。

地域協働学校とは
学校運営について協議し学校を支援する組織として、その地域の住民・保護者・教職員等の委員
で構成する「地域協働学校運営協議会」を設置した学校です。早稲田小は平成 27年より地域協働
学校として正式に指定されました。学校の運営に地域住民・保護者等が参画することで、地域に
信頼され、地域に支えられる開かれた学校づくりを進めていきます。

平成29年度の地域協働学校運営協議会委員のみなさま

地域協働学校運営協議会
代表　中村廣子氏

地域協働学校も３年目を迎え、本年もすでに多くの取り
組みが展開されています。昨年度は、保護者・地域の方々の
たくさんのご支援・ご協力をいただき、心より感謝申し上げます。
今年は奇しくも、早稲田小学校の校名にゆかりのある数の、88名の
1年生が入学されました。「米という字は、水をたたえた苗代（床）
に種籾を蒔き、米俵に収穫するまでに八十八手の作業があることに由
来するの」「お百姓さんが夏の炎天下も風の日も休むことなく、手塩に
かけ慈しみ育てた、お米を１粒でも粗末にしてはいけません」と私の
幼き日、明治生まれの祖母に諭されたものでした。早稲田小学校の
502名の早苗が、知・徳・体の調和のとれた成長をめざして、学校、家庭、
地域が一層連携を深め、豊かな学びの環境づくりに力を注ぎ、「共に汗
し、共に育ち合う」をキーワードに、子ども達のたくさんの笑顔に出
会えるため、学校を下支えする応援団として、稲穂の実りを願って「で
きることを、できるときに、できる人が」を合言葉に、ご支援下さい
ますようお願い申し上げます。
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地域に根ざした教育活動 学校活動支援で子ども達の
豊かな学びをサポート

活動レポート

長座体前屈の測定

この日は 3時間続きのスポーツテストの補助でしたが、
地域のお手伝いの方は 3時間続けて補助に入って下さいました。
子ども達は緊張しながらも力を出していました。補助の方たちは
各種目の計測方法を確認し、子ども達の姿勢を正しくして、しっかり
と測定をしていました。「すごいね。頑張ったね。」など励ましの声を
かけてもらっていました。子ども達は少し照れた表情でしたが、
地域の方々を身近に感じていたことと思いました。これからも地域の方と
子ども達が一緒に活動できる機会が増えていくと良いと思いました。

●スポーツテスト

「わせだギネスday」にて、短なわ連続 2重とび、
短なわ連続 3重とびの計測を行いました。
今年の計測会は体育館で中休みに行い、2重とびでは
60回を超える児童もでてきました。また自分の目標に
たどり着けるまで何度も挑戦する児童もいました。
お手伝いの保護者の方も沢山参加してくださり、ありがとうございました。

●わせだギネスday
2重とび、3重とびの測定

地域の方、教職員、PTA役員、
スクールコーディネーターのみなさん
によって組織されています★



活動レポート（つづき）

総合的な学習の時間「発見 ! 早稲田の町」の
一環として、3年生が " まちたんけん " に出か
けました。「障がい者福祉センター」「榎町
子ども家庭支援センター・榎町児童館」「榎町
地域センター」「鶴巻図書館」「早稲田南町児童館」の
5 つのグループに分かれて公共施設を見学し、その施設の役割と学校や自分たちとの関わりを学習し
てきました。説明を聞いたり、質問をしたり、普段はなかなか入ることの出来ない場所を案内しても
らったり、とても貴重な体験をする事が出来ました。ご協力いただいた施設の方々、地域の方々や保
護者の方々、本当にありがとうございました。

●まちたんけん

真剣に話を聞く子ども達

家庭科補助として、5 年生の「手縫い・ボタン付け」、6 年生の「ミシン・縫い物」の授業に保護者、
地域の皆さまにお手伝いいただきました。
5年生は、裁縫が初めての子ども達も多く、上手くいかずに悪戦苦闘する場面も見受けられましたが、
地域の方々が優しく教えてくださいました。6年生は、運動会で使用する法被を作成しました。
中表での縫い合わせや、裁断の向き、ミシンの使い方等、注意すべき点がたくさんありましたが、協
力いただいた皆さまのおかげで、円滑に授業を進めることができました。

●家庭科補助
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！ 布を軽く手で押さえて、まっすぐ・・・

3 ～ 6年生を中心に、PTA陶芸部の皆さまのご協力のもと、
図工の授業の一環として陶芸を体験しました。
楽しそうに土をこねて、思い思いの作品を作る子ども達。
笑顔あふれる授業風景でした。窯を有する小学校ならではの
貴重な時間に感謝の気持ちでいっぱいです。

●陶芸の制作補助

早稲田小PTA地域協働委員会より

ミシンの上糸をかけるのが
難しかったけれど、丁寧に
教えてもらったの

本年度の早稲田小 PTA 地域協働委員会メンバーは 12 名体制で活動をスター
トいたしました。慣れないことも多いですが、子ども達の教育・心の育成に
直結する活動であることが、保護者である私たちにとっても、大変有意義な
時間をもたらしてくれています。2 学期以降も、地域協働学校運営協議会の
皆様が真剣に話し合ってくださった活動方針を実現するために、地域の皆様、
保護者の皆様へのご協力をお願いすることがあるかと思います。
その際には、ぜひお力添えをいただけますよう、何卒よろしくお願い
いたします。

焼き上がりが楽しみ！

何を作るか迷ったけど
僕はお皿にしたよ！

最後に、お知らせ！


